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保育者養成校として
社会的責任を果たし続ける短大

　後援会・保護者の皆様には、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。また、
日頃より本学の教育活動にご理解とご協力を賜り、誠に有難うございます。
　本短大は、1967年（昭和42年）に女子のための高等教育機関として開学
し、今年で59年目となる伝統ある幼児教育科1学科の保育者養成機関であり、
これまで県内外に多くの卒業生を保育者として輩出しています。なお、来年度
からは、現代のダイバーシティー（多様化）や男女共同参画などの社会状況と
学生確保の観点から、本学名称が「作新学院大学短期大学部」となります。
　男女共学になりましても、本学が「作新民」の建学の精神に基づき、一貫して
「学修者主体の教育」と「地域から信頼される短大」を目指すことには変わりま
せん。すなわち、学生が自己の将来の目標を達成していくために、入学から卒業
までをしっかりと教職員が支援し、この短大に入学してよかったと感じてもらえる
ことが何より重要です。当然そのためには、私たち教職員は質の高い教育を
提供し、学びの環境も時代に合わせて整備していかなければなりません。
　現在短大では、地域貢献活動として子育て支援「わいわいひろば」があり、
さくら市などへの「出張わいわいひろば」をはじめ、子育て家庭の地域参加と
交流の機会を提供しつつ、「わいわいひろば」の参加をとおして、学生一人
一人の成長（保育者としての気づきや自学自習の促進、ボランタリーな意識の
醸成など）を支援する仕組みが出来上がっています。さらに、令和5（2023）
年度からは、新たに図書館との連携企画「キッズスペース」の開設も実施し、
「わいわいひろば」の開催日に図書館のキッズスペースを開放して、図書館
が所蔵する多様な絵本に地域の子育て家庭が触れる機会を創出すると
共に、学生が手遊びと絵本の読み聞かせを実践する場ともなっています。
　今後、18歳人口の減少やSociety5.0やAIなど科学技術の急激に進歩する
現代において、リカレント・リスキリング教育などの社会人の学び直しの場
の提供がますます重要となっています。本学では、毎年夏に「作新リカレント
講演会」を、とくに本学を卒業した現職の保育者を対象に、主催者である
「しもつき会」の下で開催しています。また、栃木県との連携や「長期履修
制度」の活用により社会人の方にも学びやすい環境を整えています。
　どのような時代であれ、本学は教育環境を充実させ、一人一人の学生に
対するきめ細かな教育支援を行うと共に、保育者養成校としての社会に対
する責任をしっかりと果たして行きたいと考えておりますので、引き続き
ご支援、ご協力を賜りますようお願いいたします。

学生の“純粋な気持ち・夢”が
実現できるよう支援していきましょう!!

　少子高齢化が始まった1970年代から既に半世紀が経過し、「出生
率の低下」の一途をたどっています。「作新学院大学女子短期大学
部（作短）」は、これに先立つ1967年（昭和42年）に開学され、幼児
教育の大切さを学んだ卒業生は、栃木県内はもとより、日本各地の
幼稚園・保育園をはじめとした様々な施設や機関で活躍しています。
　本学では、知識や技術はもちろん、豊かな感性や人間性を兼ね
備えた保育者の養成を目指しています。幼稚園教諭や保育士は、単に
子供の世話をするだけではなく、子供たちの成長を支え、未来を
育む重要な仕事です。昔から「子供は宝」と言いますが、“宝である
子供”を育てていくには、家庭だけではなく、安心して見守ってもら
える施設や保育者の存在が必須です。
　誰しもが、はじめは赤ちゃんであり子供です。「幼稚園・保育園」に
おける先生方の存在は、子供たちの人生の土台を築き、ひいては社会
全体に大きな影響を与えているといっても過言ではありません。
事実、我が家の長女は幼稚園児のときに担任教諭への憧れから
保育者を目指し、本学を卒業後、地元で保育士をしています。（妻も
保育士ですが私は違います。）
　本後援会は短大の開学に併せて発足し、「短大の教育研究事業
等を支援すること」を目的とし、「会員と短大の相互理解の推進」
「学生生活充実の支援」「短大の環境改善支援」「学生の厚生支援」
などを行っています。『幼稚園の先生になりたい』『保育士になり
たい』といった、学生たちの“純粋な気持ち・夢”が実現できるよう、
より一層、教職員のみなさま・会員のみなさまと連絡を密にし、相互
の理解と協力を高めていきたいと存じます。
　引き続き、“作短”並びに本後援会の活動に御理解と御協力を
賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

学生の皆さん一人ひとりのニーズに合わせた
学習支援を進めてまいります。
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井上　修
准教授

花田 千絵
教授

教員紹介

設楽 紗英子
准教授

　後援会の皆様におかれましては、本学の教育と学生の学習活動
をご支援くださり、誠にありがとうございます。
　報道などで皆様もご存じかとおもいますが、本学は令和8年度より
男女共学化に移行いたします。合わせて、本学の名称も『作新学院
大学短期大学部』に変更いたします。
　また、『こども未来戦略方針』（令和５年６月閣議決定）における
「全てのこども・子育て世帯を切れ目なく支援する」という理念に
基づき、保育・幼児教育の人材養成を担う栃木県の中核的教育
機関として持続可能な教育体制を構築するため、定員を60名に
変更いたします。
　男女共学化と定員を変更した後も「作新民」に基づく本学の教育
理念、すなわち「自学・自習」「自主・自律」は継続し、学生の皆さん
一人ひとりの主体性を尊重した教育を進めてまいります。
　一方、近年は学生の皆さんのニーズ（学びたいことや卒業後の
進路など）が多様化しており、学生の皆さん一人ひとりの主体性を
尊重しつつ、学生の立場にたって支援する取り組みが重要になっ
ています。
　本学は、従前より担任制を導入し、きめ細かな個別支援をおこ
なってきました。今後も担任制による個別支援をとおして、学生の
皆さん一人ひとりのニーズに合わせた学習支援を進めてまいります。
また、教員相互の情報共有を図りながら、チーム・アプローチに
よる教育体制も拡充いたします。
　今後も後援会の皆様の変わらぬご支援を何卒よろしくお願い
申し上げます。
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　はじめまして。十年前に作新学院女子短期大学部を卒業しました、宮本ちはると申します。短大
では保育士の資格を取得し、学生生活では学友会の会長を務めながら、友人たちと毎日たくさん
遊び、学び合い、かけがえのない時間を過ごしました。
　短大で出会った友達は、今では同じ保育の現場で頑張る仲間です。仕事の悩みを相談し合った
り、励まし合ったりと、今の私を支えてくれる大切な存在になっています。保育士という仕事は決して
楽ではありませんが、子どもたちの笑顔や小さな成長に立ち会えることは大きなやりがいであり、
この道を選んで良かったと実感する瞬間でもあります。
　現在、私はひなた保育園で副園長を務め、子どもたちが安心して過ごせる環境づくりはもちろん、
保育者が自分らしく働ける職場づくりにも力を注いでいます。私の保育士としてのモットーは「子ども
と一緒に、保育士も思いきり楽しむこと」。大人が楽しむ姿は子どもに伝わり、保育をより豊かにして
くれます。短大で培った学びは、今も私の保育の土台となっています。
　最後に、現役の学生のみなさんへ。仲間と過ごす
時間や日々の努力は、きっと未来の自分を支えてくれ
ます。どうか自分を信じ、一歩ずつ進んでください。
心より応援しています。

学友会会長紹介

作新祭
短大実行
委員長紹介

“子どもと一緒に
保育士も思いきり楽しむこと”が
私の保育士としてのモットーです

副園長　宮本 ちはるさん

現場で活躍されている卒業生

学友会会長　幼児教育科 2年　瀧　遥陽さん

学友会会長として活動する中で、行事の企画や運営を通して意見をまとめる難しさ
や、仲間と協力しながら目標を達成する喜びを味わいました。ときには方向性に迷うこ
ともありましたが、互いに意見を尊重しながら支え合うことで、信頼関係や連携の大切
さを実感しました。これらの経験を通して、チームで力を合わせることで大きな成果が
生まれることを学びました。今後は学友会での経験を保育現場でも生かし、子どもや
仲間とともに成長しながら、チーム保育でより良い保育をつくっていきたいです。

作新祭短大実行委員長　幼児教育科 2年　津田 みなみさん

　作新祭の実行委員長を務め、全体をまとめる難しさとやりがいを感じました。準備の段階
では、意見の違いや予定変更も多く、思うように進まないこともありましたが、話し合いを重ね
る中で相手の意見を尊重しながら判断する力がついたと感じております。また、責任ある立場
として最後までやり遂げる大切さを実感しました。本番当日、参加者の笑顔を見たときには大
きな達成感と喜びを感じました。この経験を通して、協力し合うことの大切さを学びました。
今後はどのような場面でも自ら行動し、周囲をまとめていける人を目指していきたいです。

学友会での経験を保育現場でも生かし
子どもや仲間とともに成長しながら
チーム保育でより良い保育をつくっていきたい

　本学は、昭和42年の創設以来、栃木県を中心に保育者（保育士、幼稚園教諭、認定こども園で働く保育教諭）を養成し、地域
貢献の一翼を担ってきました。今後も長年の教育実績を踏まえつつ、様々な人材が子育て支援を担う機会の創出と保育・幼児
教育分野のダイバーシティ（多様性）を促進するため、令和８年度より『作新学院大学短期大学部』と名称を変更し、教育体制の
共学化を実施いたします。
　従前より本学は、担任制と教員相互のチーム・アプローチにより、学生の皆さん一人ひとりをサポートする教育をおこなって
きました。男女共学化に変更した次年度以降も本学における教育の強みを活かし、学生の皆さん一人ひとりのニーズに
合わせた学習支援を進めていきます。

本学における教育の強み

〇少人数教育による丁寧な学習支援と学生生活の支援
〇学生一人ひとりのニーズを踏まえた習熟度クラスによる学習支援と学習環境の整備
〇チーム・ティーチングによる学生の皆さん一人ひとりのレディネス（学習に必要な準備
　状態）に合った学習環境の提供

　男女共学化に変更となる令和8年度以降、本学は、保育・幼児教育分野や社会福祉分野に関心をもつ高校生の皆さんだけでなく、
社会人の皆さんも積極的に受け入れ、多様性を重視した入試広報活動を推進いたします。

　このように令和８年度以降、本学は多様性を重視した保育者養成教育を推進しますが、同時に作新学院が培ってきた教育
理念の伝統（作新民）を継承し、「自学・自習」「自主・自律」を基盤とする学生の皆さん一人ひとりの主体性を尊重した教育を
進めていきます。

本学における教育の強みを生かした教育改善：音楽教育の例

学生一人ひとりのストレングス（音楽実践に係る強み）、ニーズ（学びの希望や課題）、
レディネス（学習に必要な準備状態）を基盤とした学習プロセス（基礎プロセス・応用
プロセス・発展プロセス）に改善します。

※わいわいひろば：本学が独自に実施している「子育てひろば」です。主に就園前（０～２歳）のお子さんと保護者の皆さんが参加し、
　本学の教員・学生が支援しています。

学生が自らのストレングスを活かしながら、保育・幼児教育の音楽実践力を向上
するための学習（学生の得意な音楽の知識・技術を活かした個別学習プログラム）
に取り組む。また、保育の音楽活動（各種実習、わいわいひろばの実践など）で
実践力を修得する。

プロセス

基礎プロセス 保育者に必要な音楽の基礎知識と基礎技能（ピアノ演奏、幼児音楽の歌唱・弾き
歌いの技能など）を身につける。

学習目標

応用プロセス
学生が自らのストレングスを活かしながら、基礎プロセスで修得した音楽の知識・
技術を保育・幼児教育の多様な音楽活動（各種実習、わいわいひろばの実践など）
に応用する。

発展プロセス

短大の共学化について

地域における子育て支援事業の経営をめざす
社会人対象の入試広報活動

保育者養成教育

保育者の進路を志向する高校生と
社会人対象の入試広報活動

保育者養成教育

地域の子育て支援や保育実践などに関心をもつ
社会人対象の入試広報活動

保育者養成教育

行政・近接領域・企業で働く
社会人対象の入試広報活動

保育者養成教育

公助（制度的）領域

専
門
性  

高
い

専
門
性  
低
い

市民の共助（支えあい・助けあい）領域

（幼児教育科 平成27年度卒）

ひなた保育園

ひなた保育園の
イベントにて

ひなた保育園での運動会

ひなた保育園の
子どもたちと
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入学から卒業までの紹介

　幼児教育科では、保育士資格と幼稚園教諭二種免許が取得できます。1年次の前期は短大での学びに慣れつつ、9月に予定され
ている「幼稚園実習Ⅰ」に向けた「教育実習指導」があります。また、1年次の後期は2月に予定されている「保育実習Ⅰ（保育所）」
に向けた「保育実習指導Ⅰ（保育所）」があります。1年次にこれらの科目に合格した場合、幼稚園と保育所に実習に行くことができ
ます。さらに、２年次には幼稚園実習、施設実習、保育所実習または施設実習に行くことになります。実習は保育士資格と幼稚園教諭
二種免許を取得する場合、1年次に2回、2年次に3回、計5回あります。実習は「百聞は一見に如かず」ということもあり、学生は現場での
実践を積み重ねることにより、一回りも二回りも成長して短大に戻ってきます。授業はグループワーク・課外活動などのアクティブ
ラーニングや地域の子どもや保護者向けの子育て支援「わいわいひろば」での実践的な学び、障害者支援施設等への施設見学など、
多彩なプログラムを用意しています。講義系の科目においても実務経験のある教員や外部講師による現場実践に即した話題提供、
映像資料を用いて理解を深める取り組みを行っています。卒業後に保育者を目指す方のみでなく、対人援助職に就きたい方や一般
就職する方も自身のスキル向上に役立つカリキュラムを揃えています。

　入学から卒業までには、所定の授業科目について62単位以上の修得が必要です。「卒業要件」を11単位以上、「専門科目（必修）」
を23単位以上、「専門科目（選択必修）」を28単位以上、修得しなければなりません。保育士資格や幼稚園教諭二種免許を取得する
場合は履修単位数が増加します。履修登録は、学生本人が行いますが、教務を担当する教員や担任教員が個別に対応しています。
このように、学生たちが自らのキャリアの決定に向けて2年間という学びを充実してもらえるようにサポートしていきます。

保育園実習記録

　高校生のとき、とてもユニークな先生がいました。音楽科だったので、ピアノや音楽史などの
専門科目も多く、その先生は和声学の担当でした。モジャモジャ頭に曇ったメガネ、壊れて
口の開いたサンダルから左右違う色の靴下が覗いている、という独特な風体で、それだけでも
度肝を抜かれたのですが、さらに驚かされたのは、その奇抜な授業方法でした。
　出欠は、「はい」ではなくピアノでの返事を要求してきます。「全員違う音で」とか、「先週
教えた和声で」とか、様々な条件つきです。複雑な理論を呪文風に唱えたり、専門用語を
繋げて歌にしたりするので、否応なしに覚えるべきことが頭に入ってきます。そして、「ジャカ
ジャカやれ～！」などと言いながら、絶望的な量の課題を出してくるのです。
　ある日、テストが返されると、得点欄に「鳥」と記入されていました。戸惑っていると、「数字
じゃつまらないから、成績順に『花・鳥・風・月』にしてみた。8割取れたら花ね。」と言うのです。
思わず笑ってしまいました。作曲家の似顔絵が描かれていたこともあります。

　難解で苦手な科目でしたが、
とにかく飽きない授業で、強烈に
印象に残っています。自分で授業
を持つようになり、楽しみながら
自然と学んでもらえたら、と漠然
と考えていましたが、心のどこかで
あの先生の授業をなぞっていたの
かもしれません。ユーモアや遊び
心に溢れ、会話や笑顔がうまれ
る、そんな授業でありたいと思い
ます。

幼児教育科
准教授 長 澤　 順

Profile
東京学芸大学教育学部芸術課程音楽専攻ピアノ
専修卒業、同大学院修士課程修了。修士（教育学）。
その後、イタリアの複数の音楽院においてピアノ演
奏の研鑽を積む。イタリア国立ヴェルディ音楽院
卒業（ディプロマ）。帰国後、茨城キリスト教大学文
学部児童教育学科講師を経て、2013年4月より、
作新学院大学女子短期大学部に勤務。

2年間の学びのスケジュール
教養科目
専門科目

一
年
次

入
学
卒
業

二
年
次

学外オリエンテーション

学外オリエンテーション

グループワークキャンプ（1泊2日）

幼稚園実習Ⅰ（13日間）

幼稚園実習Ⅱ（10日間）

施設実習（選択・11日間）
施設実習（11日間）

保育所実習（選択・11日間）

保育所実習（11日間） 2月

9月

6月

8月

10月

8・9月
4月

4月

幼児教育科 2年

田野邉 樹乃さん

社会福祉法人
   沖保育園　で
  　実習させていただきました

　私はこの度、「沖保育園」で11日間の実習を行わせていただ
きました。最後の実習のため、責任実習を控えていることから
不安もありましたが、子どもたちの「一緒に遊ぼう！」という声や
先生方の温かな言葉に支えられ、緊張が和らぎ、毎日笑顔で実
習に取り組むことができました。
　実習では5歳児クラスに入らせていただき、保育者の援助・
配慮の在り方や関わり方を学び、秋祭りや運動会の練習・準備
を通じて、子どもたちが行事に向けて一生懸命取り組む姿や、
楽しみにしている気持ちが伝わってきて、とても微笑ましく感じ
ました。また、役割を分担しながら計画を形にしていく先生方
の姿から、チームで保育をつくる大切さを深く実感しました。
責任実習では「とんぼのめがね」の製作を計画・実施・振り返り
まで行い、子ども一人ひとりの自由な発想や個性に驚かされる
と同時に、先生方から活動の中で見つけた改善点について
アドバイスをいただき、多角的に保育を捉える視点を得ました。
　今後は今回の実習を通して見つけた自分自身の課題と向き合い
ながら、子どもだけでなく保護者にも寄り添える保育者を目指し
て、短大での学びをさらに深めていきます。受け入れてくださった
園の皆さま、保護者の皆さまに心より深く感謝申し上げます。

社会福祉法人 沖保育園

当園は鹿沼市上殿町にある、民間保育園です。
1976年に設立し、49周年を迎えました。
本園に0歳から3歳児まで、分園に4,5歳児と小学６年生まで
の学童が在籍しています。
「明るく素直に、誠をつらぬく強い子に」を目標にしております。
子どもたちの多様性に応じた、発達教育を幅広く刺激するため
にプロの指導者を招いて幼児教育を行っています。(スポーツ
インストラクター、ECC英語教育、音楽指導など)国際社会を
担う子どもたちの成長を日々願っております。

沖保育園分園

　私はここ数年、保育者の性役割態度と就労継続に関する研究に取り組んで
います。保育者養成に携わるようになり、保育者・保育系学生が、家族との結び
つきを非常に重視するライフコース選択を志向する姿に接し、保育者の離職問題
と何か関係があるのだろうか、どうして家族役割を優先して仕事をセーブするの
だろうかと、自分がそれまで理解していたキャリア形成のあり方と異なる態度に
新鮮な印象を持ったことがきっかけでした。なんだか偏った変な思い込みだった
かもしれません。ただ、実際、調査を行ってみると、保育者・保育系の学生には、
先行研究でよく指摘される家族役割重視と就労非継続の関係が必ずしも当て
はまりません。研究対象が異なると新たな視点は見えてくるもので、最近でこそ
仕事キャリアの形成における家族キャリアの重要性が指摘されるようになり
ましたが、保育者を対象とした研究からも、仕事と家族の関係ついて何か重要な
提言ができるのではないかと、考えているところです。「子ども家庭支援の心理
学」や「ライフデザイン」といった授業で少しずつ活かしていっています。
　就職するまでは、将来、保育関係の専門家になるという想像は全くしていま
せんでした。学部の卒論は学校心理学関係、大学院は臨床系（発達心理学）（本
当は避けようとしていたのに指導教員の助言で苦労の末）、博士論文は所属研究
室の特徴とほぼ関係ないワーク・エンゲイジメント（止めなかった指導教員に感
謝）、保育者養成校に来たのは偶々のご縁（就職できたことに感謝）。人の発達に
関わる領域にいることだけが私のキャリアの中で一貫しています。これ以外にも、
子育て支援や学外の研究者が代表を務める保育者のリアリティ・ショックや
ライン・ケアの研究に参加しており、すっかり保育者研究が専門になりました。

Profile
筑波大学大学院人間総合科学研究科ヒューマン・ケア科学専攻修了。
博士（心理学）。大学院在学中より、自治体が行う保育施設の巡回
相談に現在まで携わる。関東短期大学を経て、2013年4月より
作新学院大学女子短期大学部に勤務。現在、准教授。科研費採択
（研究代表として：2018年（若手）、2025年（基盤C）、研究分担者
として：2024年（基盤B））

日本教育心理学会第６７回総会にて
研究発表する設楽先生

幼児教育科 設楽 紗英子准教授

２０２5年度（2024年度決定） ベストティーチャー賞

研究者紹介

ベストティーチャー賞は、学生による授業評価アンケート結果に基づき、
毎年度教員 1 名が選出される制度です。

教
　
育

研
　
究
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本学のキャリア・就職支援について

幼児教育科 2年
佐藤 光莉さん

4月 5月 6月 7月 8月 9月

保育職の就活の流れをスケジュール表で解説!!

10月 11月 12月 1月 2月 3月

選考対策・履歴書・応募書類準備（志望動機・自己PR）・面接練習・実技対策など
公立園　採用選考期間 ※自治体により試験時期が異なります

私立園　採用選考期間 ※実習期間中は就職活動を中断します。
内定決定

入職準備研修

就　
職　
活　
動

本
学
独
自
の
キ
ャ
リ
ア・

就
職
支
援
課
支
援
事
業

（
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
）

対
象
★
１
年
生
◆
２
年
生

一般的な保育職の就職活動の流れ

◆
就
職
活
動
の

進
め
方

◆◆◆
履
歴
書
・
志
願
書
の

書
き
方

就
職
個
人
面
談

マ
ナ
ー
講
座

★
学
生
生
活
と

就
職
活
動

★
Ｏ
Ｇ
講
話

★
個
人
面
談

★
就
職
活
動

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
他

◆
合
同
就
職
説
明
会

キャリア・就職支援課長からのメッセージ
　現在、保育職の有効求人倍率は高く
“売り手市場”が続いており、保育の現場
では人材の確保が課題となっています。
そうした環境下にあって、学生たちは短
期間のうちに自分に合った園を選ぶため
に、自分の将来を見つめながら、「焦り」
や「不安」な気持ちを抱えて就活を進め
ています。私たちキャリア・就職支援課で
は、学生たちの気持ちが少しでも軽くな
るよう、学生一人ひとりとの対話を大切し
ています。「具体的な用事がなくてもいい
ので、考えの整理に是非立ち寄って、想
いを確認していくお手伝いをさせてくだ
さい」とお伝えしています。

キャリア・就職支援課長
海老澤　智

トピックス！！　～近年の就活（保育関連）の傾向～
就活の際、学生が特に重視しているのは、人間関係の良好さと、働き方のホワイトさです。また、幼少期
からの憧れを純粋に叶えようとする姿があり、職業そのものに悩むというよりは、労働環境選びで迷って
いる学生が多いような傾向にあります。

Topics 1

賃金に地域格差が生じております。首都圏では徐々に待遇改善が進んでおり、学生はそれを敏感に
察知して、意識の変化につながっています。自宅から通いやすい園を考えることが就業先探しの主流
ではありますが、近年、埼玉県や東京都等への就職を考える学生も微増しています。

Topics 2

就職支援　Q＆A
今回、就職活動について、短大生から多く寄せられる質問について、Q＆A形式でご紹介いたします。

取得免許・資格
作短では、就職に役立つ2つの免許・
資格が取得できます。

幼稚園教諭

保育教諭
（認定こども園）

保育士

文部科学省
幼稚園教諭
二種免許状

厚生労働省
保育士資格

まずは、実習や見学を通して、
実際に目で見て、雰囲気を肌

で感じて来てほしいと思います。
そして、園の魅力、そこで頑張りたい
ことを言葉にしてみてください。
自分の中で想いを巡らせている時間
が増えてきて、想いが高まった園が、
ご縁のある園です。

どうやって就職先を決めたら
いいかわかりません。

A

Q

志望動機は、興味をもった園
の魅力をあげ、そこで自分が

頑張りたいと思ったことを頭に浮か
んだまま、まずは書いてみましょう。
また、自己PRは、自分の推しポイント
を書いてみて、書き進まないときに
は、頭に浮かぶキーワードを複数あ
げて書きたいことを絞り、膨らませて
いくといいと思います。
参考にしてみてください。

志望動機や自己PRの
欄が書けません。

A

Q 夢が叶いました！！

公立保育士試験
合格

公立園の良いところは、福利厚生が充実していて、休みが取りやすく、手当が充実しているところ、また同じ市町村内で毎年定期的な
異動があるため、職場環境に毎年変化があるところだと思います。大変な点といえば、保育士以外の研修も多くある点や、時には
市町村のイベント等に出勤することもあります。

公立保育士の良い点・悪い点はありますか？

就職先選びの際、様々な就職先の情報を教えてもらい、また、公立試験を受けることがきまってからは、面接練習で沢山お世話に
なりました。二次試験の面接に向け、さまざまな質問を想定し、話す内容を考えたり、実践練習を繰り返し行って頂きました。

就職に役立った本学の支援は何ですか？

保育士を目指すきかっかけとなった先生と一緒に働くことができている環境と大好きな子どもと毎日関われること、また、大きな
行事等が終わった時の達成感や感動を味わうことができるなど沢山あります。

保育士になって良かったなぁと思う時はどんな時ですか？

子どもの主体性を育てる保育のやり方が最初はどうしたら良いのか分からず、悩む日々でした。子どもたちも落ち着かず、怪我やトラ
ブルが続いていました。先輩先生の保育をよく観察したり、クラスの子どもたちの興味関心をよく知ろうとしたり、短大の友達・職場
の先生方に相談し実践することで、段 と々保育ができるようになり、保育の楽しさを感じられるようになっていきました。

失敗した話、もしくは辞めたいなあと思った時どうやって乗り越えましたか？

授業の中で、人前で発表をしたり、グループでの活動などです。現場に出る前に"緊張"する経験はとても大切になってきます。また、
保育士は一人でできる仕事ではないので、一緒に協力して計画・実践していく活動が役に立っているなと感じています。実習で沢山
試して失敗する経験を学生のうちにしておくことも大切だと思います。

学生時代の役立った経験は何ですか？

短大は毎日授業や課題があり、忙しいと思いますが、保育士になるための準備や友達との遊びなど今しかできないことが沢山ある
と思います。ぜひ、今を楽しんで、沢山思い出を作ってほしいなと思います。現場に出てからも、同じ夢をもって切磋琢磨した仲間の
存在は大きく、励みとなっています！

後輩へのアドバイス・メッセージをお願いします!!

卒業生 後藤  咲さんに
インタビュー！

5年目の保育士で、現在、年中児の担任をしています。園の教育課程と
子どもたちの姿を照らし合わせながら月案、週日案を立て、教育・保育を
行っています。保護者の方と送迎時や個人懇談を通し、情報を共有し
ながら保護者支援を行っています。

現在の仕事内容について教えてください。

後藤先輩、ありがとうございました。

那珂川町立
わかあゆ認定こども園 勤務

後藤　咲さん
2020年度卒業生

　7月8日（火）幼児教育科 の１年生を対象とした「第２回就職ガイダンス（OG講話）」を実施しました。今回は、
保育の現場で活躍されている卒業生４名をお招きし、それぞれの勤務先での仕事内容や体験談、子どもたちと
の関わり方、在学中の学びについてお話しいただきました。

保育の現場で活躍す
る先輩たちの講話を聴

きました！
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15 クリスマス会

本学に対し、皆様よりご寄付を賜り、誠にありがとうございます。皆様の温かいご支援により、学生たちの学びの環境を一層充実させることができて
いることに、心より感謝申し上げます。皆様からのご寄付は、教育設備の充実や学術研究の推進、さらには学生支援活動の充実に役立てられて
おります。これからも、学生たちが安心して学び、成長できる環境を整えてまいりますので、引き続きご支援賜りますようお願い申し上げます。

ご支援をいただいた皆様へ

　本学における教育環境の充実とキャンパス施設設備の整備、課外活動、社会貢献活動支援
などの学生生活の向上を図るため、個人および法人など幅広く寄付金を募ります。

　■寄付の内容／個人：3千円以上 ・ 法人：3万円以上
　■寄付のお申し込み方法／指定の振込用紙に必要事項をご記入の上、
　　金融機関からお振り込みください。

作新学院大学女子短期大学部へのご支援について

01 寄付金募集についてのご案内

相談窓口の紹介

学生課
奨学金の相談が

したい 

場所：中央研究棟 １階

学生課では学生生活における奨学金、
保険、サークル活動、アルバイト等の生
活支援について情報提供や相談に応じ
ます。本学Webの学生生活「奨学金制
度について」でも、奨学金についての詳
細をご案内しています。

028-670-3641（直通）

キャリア・就職支援課
就職について相

談したい 

場所：中央研究棟 １階

教職員が一体となって、学生の就職を
全面的にバックアップしています。1年生
から「就職ガイダンス」を皮切りに「マナー
講座」など、教育者として、また社会人と
して欠かすことができない、効果的なプロ
グラムを提供しています。

028-670-3645（直通）

オフィスアワー
教員と話がした

い 

場所：中央研究棟（2F～4F）研究室

教員が研究室に在室
し、様々な相談を優先
的に受けられます。内
容にかかわらず親交を
深める良い時間になる
と思います。Webのオフィスアワー時間
割表で相談したい先生の曜日と時間を
確認してください。

▼

教務課

在学証明書・
卒業証明書が欲

しい 

場所：中央研究棟 １階

教務課では学生生活における授業、試
験、実習など履修全般について情報提
供や相談に応じます。

028-670-3642（直通）

保健室

病気やケガに対
する応急処置

体調不良や健康
に不安がある

場所：中央研究棟 １階

心身の健康に関する情報提供など、各
相談担当者や専門機関を紹介する等の
サポートをしています。

028-612-2322（直通）

会計課
学費の相談がし

たい

学費についての相談などお気軽にお問
い合わせください。

場所：管理棟 2階
028-670-3604（直通）

　個人が学校法人に対して寄付をした場合には、所得税の計算において優遇措置が認められて
おり、確定申告を行うことによって、一定額の控除を受けることができます。寄付金控除に係る
制度は「所得控除」と「税額控除」の２種類があり、寄付者の所得額や寄付金額によって控除
できる金額が異なります。

02 学校法人に寄付をした場合の税制優遇について

個人の所得税額の計算において、年間の所得
金額から寄付金額－2,000円を控除。

所得控除

個人の所得税額から（寄付金額－2,000円）×
４０％を直接控除。

税額控除

※所得税額の計算式（年間の所得金額－各種控除額（寄付金控除含む））×所得税率＝所得税額

寄付金控除のイメージ

（10,000円-2,000円）×20％＝1,600円

各寄付者の所得に応じた税率を寄付金額に乗じて、控除額を決定。 各寄付者の所得税率に関係なく、所得税額から直接寄付金額の約４割を控除。

所得金額
所得税額
寄付金
控除

- × ＝
年
収
６
０
０
万
円
の

一
般
的
な
税
率

税
率
20
％（ ）寄付金 -

2,000円

諸控除

（10,000円-2,000円）×40％＝3,200円

所得金額
所得税額

（寄付金-2,000円）
×40％

- × ＝税
率（ ）諸控除

本学では保護者様のお悩み・ご相談事
を随時受付けております。

Information

ご相談窓口

後援会担当まで
028-667-7111

Information
法人寄付金についてのご相談窓口

法人事務局
028-670-3814

13 スポーツ大会 16 ２年生を送る会
『進路登録票、個人面談について』

14 就職ガイダンス

1 入学式 2 学外オリエンテーション 3 1年生歓迎会 4 就職ガイダンス
『履歴書・志願書の書き方』

音楽で楽しもう
5 わいわいひろば 6 七夕祭り 7 クリーン活動 8 赤十字幼児安全法

支援員養成講座

10 １年生学生FD・SD研修 11 ハロウィンパーティー 12 作新祭9 グループワークキャンプ

主な行事

多彩な年間イベントの紹介
各イベントの詳細は、写真下のQRへアクセスしてください!!

◆卒業式（学位記授与式）
◆卒業記念パーティー

◆作新祭
◆学内クリーン活動
◆スポーツ大会
◆就職ガイダンス
　（1年生対象）

◆七夕祭り
◆クリーン活動

6

12

14

13

7

◆保育所実習
　（1年次）
◆赤十字幼児安全法
　支援員養成講座

◆グループワークキャンプ
　（1年次）
◆１年生学生FD・SD研修
◆ハロウィンパーティー

◆就職ガイダンス
　（2年生対象）
◆わいわいひろば
　（音楽で楽しもう）

4

5

9

10

11

◆学生&企業研究発表会
◆クリスマス会
◆わいわいひろば

◆施設実習
　（2年次）
◆赤十字幼児安全法
　支援員養成講座

◆入学式
◆学外オリエンテーション
◆1年生歓迎会

15

8

2

3

1

◆2年生を送る会

◆保育所実習
　（2年次）
◆幼稚園実習
　（1年次）

◆幼稚園実習
　（2年次）

16
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